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「
毎
月
勤
労
統
計
」
の
不
適
切
な
調
査

が
明
ら
か
と
な
り
ま
し
た
。
誤
っ
た
「
統

計
」
に
基
づ
い
て
雇
用
保

険
や
労
災
な
ど
の
給
付
が

さ
れ
た
た
め
、
2
0
1
5

万
人
が
過
少
給
付
に
な
り

ま
し
た
が
、
す
で
に
住
所

不
明
が
1
0
0
0
万
人
以

上
に
お
よ
び
、
全
員
に
追

加
給
付
す
る
こ
と
は
不
可

能
と
な
っ
て
い
ま
す
。

ま
た
追
加
給
付
に
あ
た

っ
て
総
額
7
9
5
億
円
の
経
費
が
計
上
さ

れ
ま
し
た
が
、
そ
の
う
ち
給
付
作
業
に
必

要
な
人
件
費
な
ど
の
事
務
費
は
1
9
5
億

円
で
す
。
事
務
費
は
「
労
働
保
険
特
別
会

計
」
か
ら
支
出
さ
れ
ま
す
が
、
そ
の
原
資

は
労
働
者
や
企
業
が
支
払
っ
た
保
険
料
と

税
金
で
す
。
不
適
切
調
査
が
な
け
れ
ば
支

出
の
必
要
が
な
く
、
不
祥
事
の
つ
け
が
国

民
に
回
さ
れ
る
こ
と
と
な
り
ま
し
た
。

追
加
給
付
の
6
0
0
億
円
に
つ
い
て
は

「
労
働
保
険
特
別
会
計
」
積
立
金
で
主
に

ま
か
な
い
、
国
庫
負
担
分
は
赤
字
国
債
を

6
億
4
0
0
0
万
円
発
行
し
て
充
て
る
と

し
て
い
ま
す
。
そ
の
結
果
、
2
0
1
9
年

度
の
一
般
会
計
予
算
案
の
閣
議
決
定
を
や

り
直
す
と
い
う
事
態
と
な
り
ま
し
た
。

問
題
は
厚
生
労
働
省
の
担
当
部
署
が
作

成
し
た
「
事
務
取
扱
要
領
」
か
ら
「
大
規

模
事
業
所
は
全
数
調
査
で
は
な
く
、
抽
出

調
査
で
も
良
い
」
と
し
た
不
適
切
調
査
を

正
当
化
す
る
内
容
の
記
述
が
、
2
0
1
5

年
要
領
以
降
削
除
さ
れ
て
い
る
こ
と
で

す
。
こ
の
要
領
は
不
適
切
調
査
を
始
め
た

2
0
0
4
年
か
ら
引
き
継
が
れ
て
い
ま
し

た
が
、
不
適
切
調
査
が
露
呈
す
る
こ
と
を

恐
れ
て
隠
ぺ
い
し
た
疑
い
が
出
て
い
ま

す
。過

少
給
付
だ
け
で
な
く
、
統
計
と
い
う

施
策
の
基
本
に
な
る
数
字
の
信
頼
性
を
失

わ
せ
た
こ
と
も
重
大
で
す
。
政
府
は
幹
部

職
員
の
処
分
を
決
定
し
ま
し
た
が
、
そ
れ

だ
け
で
幕
引
き
さ
せ
て
は
な
り
ま
せ
ん
。

今
回
の
通
常
国
会
で
、
こ
の
よ
う
な
不
正

が
な
ぜ
起
き
た
の
か
、
ど
う
し
て
放
置
さ

れ
て
し
ま
っ
た
の
か
、
組
織
的
な
隠
ぺ
い

な
の
か
な
ど
、
真
相
解
明
が
必
要
で
す
。

【
荒
川
・
書
記
・
吉
田
和
馬
記
】

1
月
20
日
、
サ
ン
パ
ー
ル
荒
川
に

28
人
の
荒
川
支
部
の
仲
間
と
5
人

の
来
賓
あ
わ
せ
て
33
人
が
集
ま

り
、
「
ま
ち
の
救
助
隊
チ
ー
ム
Ｎ

Ａ
Ｍ
Ａ
Ｚ
Ｕ
〜
荒
川
救
助
隊
〜
」

の
結
成
式
を
開
催
し
ま
し
た
。
こ

の
日
を
62
人
の
隊
員
登
録
で
迎

え
、
隊
長
の
任
命
や
活
動
の
指
針

を
確
認
し
た
結
成
式
の
後
に
は
、

労
災
事
故
報
告
か
ら
学
ぶ
安
全
大

会
、
普
通
救
命
講
習
も
行
な
い
ま

し
た
。

津
田
荒
川
支
部
委
員
長
か
ら
は

「
安
心
安
全
の
ま
ち
づ
く
り
を
進

め
る
意
志
と
決
意
を
新
た
に
す
る

場
と
し
た
い
」と
決
意
が
語
ら
れ
、

荒
川
区
、
荒
川
消
防
署
、
東
京
土

建
本
部
か
ら
参
加
さ
れ
た
来
賓
の

方
々
か
ら
は
結
成
に
対
す
る
祝
辞

が
述
べ
ら
れ
て
、
救
助
隊
に
対
す

る
大
き
な
期
待
が
寄
せ
ら
れ
ま
し

た
。
後
半
に
行
な
わ
れ
た
安
全
大

会
で
は
、
参
加
者
か
ら
活
発
な
意

見
が
出
さ
れ
、
普
通
救
命
講
習
で

は
最
新
の
Ａ
Ｅ
Ｄ
の
使
用
方
法
を

体
験
し
、
年
齢
層
別
の
応
急
処
置

も
学
び
ま
し
た
。

全
体
を
通
し
て
、
こ
れ
か
ら
本

格
的
に
動
き
出
す
救
助
隊
の
活
動

内
容
を
確
認
し
、
多
く
の
知
識
を

学
び
減
災
・
防
災
意
識
の
向
上
に

つ
な
が
る
充
実
し
た
1
日
と
な
り

ま
し
た
。

参加者は普通救命講習を行ないました

1
月
19
日
、
今
年
最
初
の
「
19

日
行
動
」
と
し
て
、
『
安
倍
9
条

改
憲
Ｎ
Ｏ
！
辺
野
古
新
基
地
建
設

は
断
念
を
！
安
倍
政
権
退
陣
！
1

・
19
国
会
議
員
会
館
前
行
動
』が
、

行
な
わ
れ
ま
し
た
。

衆
議
院
第
2
議
員
会
館
前
を
中

心
に
集
ま
っ
た
2
8
0
0
人
（
東

京
土
建
は
30
人
）
の
参
加
者
は
、

「
安
倍
9
条
改
憲
反
対
」
「
辺
野

古
に
基
地
は
つ
く
ら
せ
な
い
ぞ
」

と
コ
ー
ル
。
「
今
年
は
何
と
し
て

も
安
倍
総
理
に
改
憲
を
断
念
さ

せ
、
同
時
に
原
発
ゼ
ロ
を
実
現
す

る
年
に
し
た
い
」
（
立
憲
民
主
・

菅
直
人
衆
議
院
議
員
）
、
「
平
然

と
国
民
に
対
し
て
嘘
を
つ
き
悪
政

を
進
め
て
い
く
安
倍
政
権
を
、
今

年
こ
そ
終
わ
ら
せ
よ
う
」
（
共
産

・
吉
良
よ
し
子
参
議
院
議
員
）と
、

行
動
に
連
帯
す
る
野
党
議
員
か
ら

ス
ピ
ー
チ
が
あ
り
ま
し
た
。

他
に
も
参
加
者
か
ら
の
発
言
が

相
次
ぎ
、
最
後
に
憲
法
共
同
セ
ン

タ
ー
の
宮
澤
洋
子
さ
ん
か
ら
、
次

回
は
2
月
19
日
午
後
6
時
半
か
ら

国
会
正
門
前
で
行
な
う
と
行
動
提

起
さ
れ
、
最
後
は
再
び
、
参
加
者

全
員
の
力
強
い
コ
ー
ル
で
閉
会
と

な
り
ま
し
た
。

懇談する大戸委員長（右）と中村本部常任

東
京
土
建
を
含
む
労
働
組
合
が

自
治
体
と
地
域
経
済
の
発
展
に
つ

い
て
懇
談
す
る
自
治
体
キ
ャ
ラ
バ

ン
が
始
ま
り
、
1
月
21
日
に
は
杉

並
区
役
所
で
行
な
わ
れ
ま
し
た
。

労
組
側
が
東
京
自
治
労
連
、
全
印

総
連
、
東
京
土
建
（
杉
並
支
部
か

ら
大
戸
委
員
長
、
栗
林
常
任
、
髙

取
書
記
、
本
部
か
ら
中
村
常
任
、

熊
切
常
任
）
な
ど
12
人
、
杉
並
区

は
総
務
部
な
ど
か
ら
6
人
が
出
席

し
ま
し
た
。

懇
談
は
、
①
自
治
体
で
の
デ
ィ

ー
セ
ン
ト
ワ
ー
ク
、
②
自
治
体
発

注
の
公
共
工
事
な
ど
に
従
事
す
る

労
働
者
の
賃
金
・
労
働
条
件
、
③

地
元
企
業
振
興
な
ど
に
つ
い
て
話

し
合
わ
れ
ま
し
た
。

②
の
懇
談
の
中
で
、
大
戸
委
員

長
を
は
じ
め
東
京
土
建
か
ら
の
参

加
者
は
、
前
日
の
杉
並
支
部
旗
開

き
で
の
、
田
中
区
長
の
公
契
約
条

例
制
定
へ
の
前
向
き
発
言
も
紹
介

し
な
が
ら
、
区
の
ア
ン
ケ
ー
ト
回

答
に
「
公
契
約
条
例
の
制
定
を
視

野
に
入
れ
た
労
働
環
境
整
備
対
策

の
充
実
を
検
討
す
る
」
と
い
う
文

言
が
入
っ
た
こ
と
を
評
価
。
さ
ら

に
、
条
例
の
制
定
の
必
要
性
を
、

組
合
で
実
施
し
た
現
場
聞
き
取
り

調
査
結
果
資
料
な
ど
で
示
し
な
が

ら
訴
え
ま
し
た
。

1
月
14

日
、
東
京

土
建
も
加

わ
る
東
京

社
会
保
障

推
進
協
議

会
で
は
、

巣
鴨
地
蔵

通
商
店
街

入
口
で
の

月
例
の
宣

伝
、
署
名

行
動
を
行

な
い
、
42

人
（
東
京

土
建
か
ら
は
26
人
）
の
仲
間
が
参

加
。
新
春
で
と
げ
ぬ
き
地
蔵
尊
に

お
参
り
す
る
市
民
で
に
ぎ
わ
う
中

で
、
社
会
保
障
の
充
実
、
消
費
税

の
10
％
へ
の
引
き
上
げ
中
止
、
憲

法
改
悪
反
対
を
訴
え
ま
し
た
。

「
安
心
し
て
生
き
ら
れ
る
国
へ
」

と
書
か
れ
た
チ
ラ
シ
の
入
っ
た
ポ

ケ
ッ
ト
テ
ィ
ッ
シ
ュ
の
配
布
と

「
国
の
責
任
で
社
会
保
障
制
度
の

拡
充
を
求
め
る
請
願
」
署
名
な
ど

求
め
な
が
ら
、
東
京
土
建
の
木
村

潮
人
常
任
中
央
執
行
委
員
を
筆
頭

に
、
参
加
団
体
の
弁
士
が
社
会
保

障
制
度
が
削
減
さ
れ
て
い
る
事
実

を
明
ら
か
に
し
、
あ
わ
せ
て
抜
本

的
な
政
治
の
転
換
の
必
要
性
を
訴

え
ま
し
た
。

対
話
を
し
な
が
ら
、
た
く
さ
ん

の
署
名
を
集
め
た
小
田
井
文
栄
さ

ん
（
調
布
）
は
「
後
期
高
齢
者
医

療
費
の
自
己
負
担
が
1
割
か
ら
2

割
に
な
る
こ
と
や
介
護
保
険
料
の

引
き
上
げ
を
知
っ
て
い
る
人
は
8

割
ぐ
ら
い
だ
っ
た
か
し
ら
。
今
で

も
暮
ら
し
は
大
変
な
の
に
と
言
っ

て
い
ま
し
た
」
と
話
し
て
く
れ
ま

し
た
。

署名・対話に取り組む小田井さん
（左）と足立支部の林さん

求

人ま
ち
の
救
助
隊
を
結
成

荒 川

公契約制定へ前進
杉並で自治体キャラバン

最
新
Ａ
Ｅ
Ｄ
の
使
用
も
体
験

安
倍
９
条
改
憲
ノ
ー

国
会
前
に
２
８
０
０
人

社
会
保
障
充
実
求
め
る

２９
番
目
の
ナ
マ
ズ
が
誕
生

２９
番
目
の
ナ
マ
ズ
が
誕
生

新
春
の
巣
鴨
地
蔵
通
で
宣
伝

不
正
の
ツ
ケ
国
民
に
回
す
な


